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　少
　讐

齋導

　と
藤人
大問
馨性

令
蜂
装
纏
蘇
一

肝
が
さ
む
く
な
る
思
い
で
あ
る
．

　
つ
い
こ
の
ご
ろ
”
少
年
探
偵
団
∬

の
お
手
柄
が
、
新
聞
に
デ
カ
く
と

報
道
さ
れ
た
。
お
巡
り
さ
ん
か
ら
あ

た
ま
を
な
で
ら
れ
て
い
る
少
年
た
ち

の
　
　
も
ス
き
く
　
て
い
る
の
こ
う

い
皇
－
ス
に
接
し
、
心
あ
る
八
｝

六
霧
鍵
霧
野
が
一

暑
付
近
で
多
探
偵
墜

こ
”
を
や
っ
て
い
た
。
軒
下
に
身
を

ひ
そ
め
、
息
を
殺
し
て
”
犯
人
躍
の

来
る
の
を
μ
見
張
〃
っ
て
い
た
。
そ

こ
へ
見
知
ら
ぬ
一
人
の
若
も
の
が
あ

ら
わ
れ
た
．
あ
た
り
に
人
か
げ
の
な

い
の
を
見
す
ま
し
て
、
下
げ
て
い
た

ト
ラ
ン
ク
を
、
す
ば
や
く
箱
の
裏
に

か
く
し
た
。
か
く
す
が
は
や
い
か
、

逃
げ
る
よ
う
に
立
ち
去
っ
た
。
こ
れ

を
目
撃
し
て
い
た
少
年
は
非
常
呼
集

を
行
な
い
、
み
ん
な
で
ト
ラ
ン
ク
を

開
け
て
み
た
。
中
味
は
何
か
わ
か
ら

ぬ
が
、
と
に
か
く
金
色
に
サ
ン
然
と

光
っ
て
い
る
。
”
宝
石
だ
ρ
と
い
っ

て
派
出
所
に
届
け
た
が
、
お
巡
り
さ

ん
が
調
ぺ
る
と
、
金
メ
ッ
キ
を
し
た

腕
時
計
の
バ
ン
ド
と
わ
か
っ
た
。

　
領
収
書
か
ら
持
主
に
連
絡
す
ゐ
と

三
十
五
ダ
ー
ス
時
価
八
万
円
が
盗
難

に
か
か
っ
て
い
る
。
少
年
た
ち
か
ら

犯
人
の
人
相
を
割
出
し
、
捜
査
の
結

果
同
夜
八
時
頃
逮
捕
し
た
と
い
う
。

　
た
し
か
に
お
手
柄
に
間
違
い
は
な

い
。
臼
ご
ろ
の
少
年
た
ち
の
”
探
偵

ご
っ
こ
μ
の
訓
練
が
、
立
流
に
実
を

結
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
犯
罪
が
多
角
的
に
な
る
と
、
警
察

の
捜
査
能
力
に
も
自
ら
限
界
が
あ
り

民
間
の
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
ど
う

に
も
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
一
市

町
、
村
民
と
し
て
こ
れ
に
力
を
合
わ

せ
、
一
日
も
早
く
治
安
を
回
復
す
る

こ
と
は
、
義
務
だ
と
い
っ
て
も
い
い

す
ぎ
で
は
な
い
。

　
い
わ
ゆ
る
「
民
警
」
の
協
力
で
迷

宮
入
り
の
凶
悪
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た

［
例
は
、
こ
こ
両
三
年
来
、
重
夢
犯
罪

一
の
手
配
写
真
が
全
国
の
要
所
、
要
所

　て
奢
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
農

挙
成
績
は
急
ビ
ッ
チ
を
あ
げ
て
い

る
。

　
と
い
っ
て
も
八
問
の
形
成
期
、
と

り
わ
け
　
　
な
　
ぎ
　
に
の
　
　
ご

一
齪
郵
螺
楠
雛
醗

オ
モ
チ
ャ
の
ピ
ス
ト
ル
で
ぎ
ち
　
い

一
”
犯
人
μ
に
、
オ
モ
チ
ャ
の
手
錠
を

ハ
ハ
メ
さ
せ
て
　
ゑ
と
し
て
い
る
　

ヨ
す
が
に
こ
の
オ
モ
チ
ャ
は
間
題

媛
り
発
売
雷
止
し
た
そ
う
で
あ

一
る
．
す
べ
て
の
も
の
は
世
の
中
の
所

｝
産
で
あ
る
。
世
の
中
か
ら
切
り
は
な

り

さ
れ
た
個
八
は
な
い
．
　
　
　
　
　
一

こ
う
い
う
藻
讐
β
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
る
の
は
、
は
や
る
べ
く
し
て
は
や
一

っ
て
い
る
。
最
近
の
テ
レ
ビ
の
ス
リ

ラ
ー
も
の
、
探
偵
も
の
は
目
を
お
お

う
も
の
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
直
輸

入
や
、
和
製
の
も
の
も
あ
り
、
青
少

年
の
好
奇
心
に
訴
え
る
も
の
が
、
あ

ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。
商
業
テ
レ
ビ

の
影
響
だ
ろ
う
が
、
手
放
し
で
こ
れ

を
見
せ
た
ら
、
人
間
性
を
ダ
イ
ナ
シ

に
さ
れ
る
。

　
恐
ら
く
”
探
偵
ご
っ
こ
”
も
テ
レ

ビ
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
か
ろ
う
。
犯

人
の
来
る
こ
と
を
見
張
っ
た
り
”
犯

人
6
検
挙
す
る
こ
と
に
、
十
二
、
三

才
か
ら
興
味
を
お
ぽ
え
た
ら
、
そ
の

少
年
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

　
”
探
偵
ご
っ
こ
紹
は
、
形
の
う
え

で
は
一
応
正
義
感
か
ら
き
て
い
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。
少
年
ら
し
い

正
義
感
と
、
ス
リ
ル
ヘ
の
興
味
が
大

き
く
も
の
を
い
っ
て
い
る
．

　
し
か
レ
”
人
を
見
た
ら
ド
ロ
ボ
ー

と
思
え
”
式
の
考
え
万
が
、
知
ら
す

　
ら
す
の
う
ち
に
　
か
わ
れ
る
ロ
　

一
簾
萩
籍
硅
雑

は
な
い
。

　
少
く
と
も
少
年
時
代
は
、
も
っ
と

す
な
お
で
純
真
で
あ
り
た
い
．
人
間

の
　
　
を
　
じ
た
い
ロ

燕
偵
ご
っ
こ
を
や
つ
て
い
る
と
、

一
正
義
に
味
万
す
る
と
い
い
な
が
ら
こ

れ
を
一
つ
裏
が
え
す
と
、
犯
罪
の
手

口
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
、
近
ご
ろ
少

年
の
凶
悪
犯
が
メ
キ
メ
キ
多
く
な
っ

て
ゆ
き
、
低
年
令
化
す
る
理
由
の
一

つ
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
．
私
共
大
人
と
称
す
る
も
の
、
も

う
少
し
こ
ま
か
い
所
に
ま
で
、
気
を

く
ぱ
る
必
、
嬰
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
．
叉
大
人
の
姿
勢
も
正
し
て
行
く

よ
う
に
し
た
い
．

　
「
家
庭
の
日
」
に

関
す
る

　
　
　
　
作
文
、
図
画
、
写

　
　
　
　
真
、
募
集

　
次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
、
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
之

は
す
べ
て
お
と
な
の
願
い
で
あ
り
、

健
全
な
青
少
年
育
成
の
た
め
に
は
、

家
庭
の
果
す
役
割
が
き
わ
め
て
大
き

い
こ
と
か
ら
、
明
る
く
健
全
な
家
庭

作
り
の
た
め
、
昭
和
四
十
一
年
一
月

か
ら
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭

の
日
」
と
定
め
普
及
を
図
っ
て
き
た

所
、
全
県
的
に
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

各
家
庭
に
お
け
る
実
施
状
況
、
体
験

等
に
つ
い
て
、
　
「
家
庭
の
日
」
に
関

す
る
、
作
文
、
図
画
、
写
真
を
募
集

し
、
さ
ら
に
こ
の
趣
旨
普
及
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

▽
応
募
資
格
甜
県
内
在
住
者
に
限
る

▽
応
募
方
法
“
①
作
又
　
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
に
、
た
て
書
き

「
題
名
」
の
下
に
児
童
、
生
徒
、
郡

而
．
学
校
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
す

る
②
図
画
　
四
ツ
切
り
判
）
三
＋
六

×
五
十
一
些
）
裏
の
右
側
に
、
た
て

書
き
で
、
郡
市
、
学
校
、
学
年
、
氏

名
を
明
記
す
る
．
た
だ
し
一
般
の
応

募
は
除
く
③
写
真
　
四
ツ
切
り
判

（
二
十
四
・
五
×
三
十
・
五
移
）
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
年
令
、
職
業
、
学

校
、
学
年
、
住
所
、
カ
メ
ラ
、
レ
ン

ズ
、
撮
影
デ
ー
タ
ー
（
フ
ィ
ル
ム
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
シ
ボ
リ
）

説
明
を
記
入
し
、
、
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム

を
同
封
す
る
④
作
文
、
図
画
、
写
真

と
も
禾
発
表
の
も
の
に
限
る
⑤
し
め

き
り
　
昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
日

正
午
必
着
⑥
送
り
先
　
新
潟
市
学
校

町
通
一
番
町
新
潟
県
民
生
部
青
少
年

対
策
廃
▽
入
選
発
表
皿
昭
和
四
十
一

年
八
月
二
十
三
日
（
火
）
の
県
報
に

告
示
す
る
ほ
か
、
入
選
者
に
通
知
す

る
。

ー
新
潟
県
の
木
を

え
ら
ほ
う
運
動
1

を
実
施

私
た
ち
の
生
活
は
、
い
よ
い
よ
複

雑
化
し
て
い
ま
す
．
自
然
を
愛
し
、

特
に
緑
に
親
し
む
気
持
ち
こ
そ
大
切

で
す
．
新
潟
県
の
木
を
え
ら
び
、
そ

の
木
を
育
て
「
緑
の
新
潟
」
を
実
現

す
る
た
め
に
「
新
潟
県
の
木
を
え
ら

ぽ
う
運
動
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で

す
．▽

投
票
の
方
法

　
候
補
の
木
は
三
種
で
、
新
潟
県
の

木
選
定
審
査
委
員
会
で
県
を
代
表
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
次
の
候
補
を
え
ら

び
ま
し
た
．
「
マ
ツ
」
「
ユ
キ
ツ
バ

キ
「
「
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
」
投
票
は
官

製
ハ
ガ
キ
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
記
入

（
住
所
、
氏
名
、
年
令
も
記
入
）

▽
宛
先

　
新
潟
市
学
校
町
、
県
庁
又
書
広
報

課
内
「
新
潟
県
の
木
を
え
ら
ぽ
う
」

係
あ
て

▽
締
切
り
は
、
四
十
一
年
八
月
二
十

　
五
日
ま
で
。

灘
韓
鱗

◎
産
声

子
の
名

上
原
睦
子

吉
楽
た
か
子

上
原
和
子

広
田
多
恵
子

だ
　
が
　
テ

縫
季

｛
翻

｛
緬

輝保　三福正父
　　修　　　　の
政之　郎市昭名

灘宮田干山上

中代溝崎山

久
保
田
正
勝
（
二
三
）
津
南
町

井
ノ
川
サ
ダ
（
二
四
）
如
来
寺

井
ノ
川
甲
太
（
一
一
四
）
田
　
中

樋
口
　
明
子
（
二
四
）
小
　
原

｛
翻

｛
畿

｛
顯

｛
縮

｛
縮

◎
餅
天
名

盤
癖

広
田
多
恵
子

山
田
哲
男 佐

山
文
ズ
｛
）
長
岡
市

田
中
キ
ミ
子
（
二
も
上
山

広
田
　
信
吉
（
三
三
）
高
道
山

西
方
　
ト
ミ
（
三
三
）
上
山

樋
口
　
　
浄
（
二
四
）
朴
木
沢

樋
ロ
ヨ
シ
子
（
∫
）
朴
木
沢

竹
藤
安
三
（
二
五
）
芋
川

滝
沢
朝
子
（
ま
）
田
　
中

斎
喜
一
雄
（
一
一
一
一
）
倉
俣

羽
鳥
　
　
洋
（
二
三
）
新
屋
敷

（（！⊇！宅年
○○ぐン巳令
）　）

　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
ー
七
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

田
の
草
取
り
日
暮
れ
に
腕
の
痛
さ
知

る針
を
持
つ
耳
に
遠
く
初
蝉
聞
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
チ

初
茄
子
の
匂
ふ
タ
餉
を
子
と
囲
み

姪
の
履
く
下
駄
に
届
か
ぬ
グ
、
、
、
熟
れ

る
　
　
　
　
　
　
　
露
匡

梅
雨
晴
れ
て
華
巌
の
し
ぶ
き
虹
二
重

杉
並
木
過
ぎ
て
鹿
沼
は
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

夜
も
す
が
ら
あ
や
め
を
な
ぶ
る
柳
風

七
タ
や
商
魂
こ
ら
す
店
の
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

沼
揺
れ
る
紫
紺
の
影
や
花
菖
蒲

梅
雨
深
く
畳
も
く
ぼ
む
ひ
ざ
の
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
を

蕎
寒
や
牛
乳
ビ
ン
を
ぴ
ち
壷
く

梅
雨
の
雷
、
登
山
の
栞
刷
終
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

丹
精
の
五
年
漸
く
牡
丹
の
臼

柿
青
葉
「
め
し
や
」
豚
舎
の
す
ぐ
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

清干鷹角部
田

山溝羽間落
女
五
人
つ
か
れ
も
み
せ
す
田
草
取
る

日
焼
せ
し
園
児
揃
っ
て
横
断
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

廃
道
の
無
縁
仏
や
す
い
か
ぐ
ら

百
日
童
妊
婦
楽
し
く
物
手
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

梅
雨
深
む
投
函
の
音
掌
に
残
る

方
言
を
飛
ぱ
し
進
ま
ぬ
梅
雨
の
汽
箪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

長
梅
雨
に
着
替
え
の
野
良
衣
し
っ
と

り
と

草
む
し
る
ど
ろ
ん
こ
の
手
に
蚊
の
迷

う

昭和41年7月15日東さカ、1）第122号（男墾憲箋藁易器昌1　な

一一一一　　　　　　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

一一一　　　　　　　　　　　　　　　　一
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　一
一
三
－
一

一
喜
鮭

罰
…

村
農
業
委
員
き

投
票
率
九
〇
・
〇
一

　
三
毎
間
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う

中
里
村
農
業
．
委
員
会
委
昌
の
一
般
選

挙
は
、
去
る
七
月
十
五
目
執
行
さ
れ

た
が
、
醒
挙
に
よ
る
委
員
十
六
名
と

村
議
会
椎
薦
の
委
昌
三
名
、
農
業
協

同
組
合
か
ら
選
出
さ
れ
る
委
員
三
名

も
こ
の
ほ
ど
き
ま
り
、
次
の
と
お
り

二
＋
二
名
の
新
農
業
委
員
が
揃
っ

た
．

　
な
お
、
農
業
委
員
一
般
選
挙
は
ヤ

九
名
の
立
候
補
者
に
よ
っ
て
激
し
い

選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
選
挙
当
．

日
の
有
権
者
は
、
三
千
五
百
九
十
六

名
（
男
千
八
百
†
六
名
、
女
千
七
百

八
十
名
）
で
、
投
票
率
は
九
＋
・
○
．

二
％
（
男
八
十
八
・
六
六
％
、
女
九
、

十
一
・
四
〇
％
）
と
選
挙
民
の
高
い

関
心
が
示
ざ
れ
た
。

▽
選
挙
に
よ
る
委
員

　
桑
原
　
寿
治
　
　
（
東
田
尻
）

　
山
田
賢
松
　
　
（
下
山
）

　
斎
喜
　
勝
利
　
　
（
倉
　
俣
）

村
山
一
悟
一

広
田
謙
治

村
山
半
平

羽
鳥
与
五
郎

雨
雲
、
馬
寿

井
ノ
川
三
之
助

山
本
政
雄

井
ノ
川
良
平

樋大桑
口島原

　昭
進三清

　
　
　
一

（
東
田
沢
）

（
高
道
山
）

（
宮
中
）

（
新
屋
敷
）

（
堀
之
内
）

（
田
中
）

（
葎
沢
）

（
如
来
寺
）

（
重
地
）

（
倉
俣
）

（
通
り
山
）

繰
騰
爺
潤

ヌ
は
　
　
ヰ
ヰ
　
　

裸
行
村
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口
．

↓
よ
ろ

。
ハ
量
セ
、
ノ
ト

　
　
吉
楽
実
太
郎
　
　
（
田
　
沢
）

　
　
広
田
　
茂
　
　
（
小
原
）

　
　
▽
農
業
協
同
組
合
選
出
委
員

　
　
服
部
喜
一
郎
　
　
（
如
来
寺
）

　
　
高
僑
熊
蔵
　
　
（
倉
俣
V

　
　
羽
鳥
　
隆
吉
　
　
（
新
屋
敷
）

　
　
▽
村
議
会
推
薦
委
員

　
　
　
高
橋
　
幸
作
　
　
（
荒
屋
）

　
　
　
江
日
平
五
郎
　
　
（
干
溝
）

　
　
　
井
ノ
川
玉
治
　
　
（
本
犀
敷
，

農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
　
設
置
と
そ
の
目
的

　
現
任
の
農
業
委
員
会
は
、
農
地
委

昌
会
、
農
簗
調
整
委
昌
会
、
農
業
改

．
良
委
員
会
の
三
委
員
会
の
機
能
を
統

合
し
て
、
照
和
二
十
六
年
に
新
し
く

発
足
さ
れ
た
一
も
の
下
、
、
孝
の
設
置
の

目
的
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

・
法
律
第
一
条
に
「
農
業
生
産
力
の
発

唾
よ
び
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図

｝
り
　
農
民
の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す

一
る
た
め
、
農
民
の
代
表
機
関
と
し
て

一
農
業
委
員
会
を
設
け
る
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
農
業
委
昌

㎜
会
を
設
置
し
た
目
的
は
、
農
業
生
産

　一
力
を
発
展
し
、
農
業
経
営
を
合
理
化

し
、
農
民
の
経
済
的
社
会
的
地
位
を

向
上
せ
し
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
民

主
的
な
農
民
の
代
表
機
関
を
設
け
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
に
根
本
目
的
が
あ

っ
た
わ
け
で
、
　
「
農
地
改
箪
か
ら
農

業
改
苺
へ
」
の
農
政
の
推
進
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
耕
作
農
民
の
宿
願
で
あ
っ
た
農
地

改
革
の
成
果
を
基
礎
に
し
て
、
農
業

生
産
力
の
発
展
と
農
業
経
営
の
安
定

を
期
す
こ
と
が
、
農
地
改
革
後
の
最

大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を

解
く
た
め
に
は
、
農
業
お
よ
び
農
民

に
関
す
る
諸
般
の
施
策
が
総
合
的
か

つ
有
機
的
な
関
運
の
も
と
に
実
施
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
施
策
は
農
民
の
声
を
反
映

さ
せ
た
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
．
そ
し
て

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
は

農
民
の
自
主
的
な
活
動
に
ま
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
面
が
き
わ
め
て
大
き

い
わ
け
で
す
。

　
農
業
委
員
会
制
度
は
こ
の
要
請
に

応
え
る
た
め
、
農
民
及
び
そ
の
組
織

す
る
農
業
団
体
等
に
よ
る
自
主
的
な

組
織
と
、
民
主
的
な
運
営
を
確
保
し

農
政
の
課
題
の
解
決
に
資
せ
ん
と
．
す

る
も
の
で
あ
り
、
従
来
「
上
か
ら
」

行
な
わ
れ
て
き
か
農
．
粟
政
策
を
「
下

か
ら
」
の
農
業
政
策
に
切
替
え
る
こ

と
が
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
も
と
よ

り
、
地
万
に
於
け
る
農
業
施
策
の
主

体
と
し
て
は
、
県
市
町
村
と
い
う
自

治
体
が
あ
り
、
今
後
も
農
業
の
指
導

助
成
の
基
幹
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は

な
い
が
、
施
策
の
実
効
を
＋
分
に
収

め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
農
民
の
意

欲
な
り
希
望
と
一
致
す
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
の
農
業
の
繁
栄

を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
農
民
の
声
を
直
接
、
国
、
県
、
市

町
村
な
り
の
行
な
う
農
業
行
政
の
止

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
民
主
的
組
織

が
必
要
な
わ
け
で
あ
っ
て
、
農
業
委

員
会
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
民
主
的
組

職
、
一
し
て
酵
ら
れ
竃
の
で
ゑ

一
て
、
新
た
に
選
良
さ
れ
た
農
業
委
員

．
に
よ
る
委
員
会
活
動
に
、
今
後
を
期

襲
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

新
庁
舎
で
成
人
式

　
　
　
　
　
　
屋
上
で
記
念
撮
影

去
る
七
月
十
日
、
中
里
村
公
民
舘

主
催
で
、
役
場
新
庁
舎
三
階
議
場
に

翁
い
て
、
午
前
＋
時
よ
り
、
四
十
一

年
度
の
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
成

人
対
象
者
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
二

日
か
ら
二
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
者
で
該
当
者
は
七
＋
七
人
の

う
ち
当
日
出
席
し
た
の
は
四
十
一
人

が
っ
た
。

　
夏
の
成
入
式
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
今
年
で
三
年
目
、
出

席
者
の
服
装
は
男
子
が
半
袖
シ
ャ
ツ

女
子
は
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
ツ
ー
ピ
ー

ス
で
簡
素
な
よ
そ
い
い
だ
っ
た
。
式

典
に
お
い
て
は
、
村
長
さ
ん
、
議
会

議
長
さ
ん
ら
の
祝
辞
を
受
け
、
成
人

者
代
表
し
て
服
部
洋
子
さ
ん
が
答
辞

を
の
べ
、
屋
上
で
記
念
撮
影
し
、
議

場
で
祝
賀
会
と
、
午
前
中
を
終
え

た
。
午
後
か
ら
は
、
十
日
町
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
「
シ
ル
キ
ー
ク
イ
ン

ズ
」
の
方
女
か
ら
一
時
間
余
り
演
奏

を
し
て
い
た
だ
き
、
み
な
熱
心
に
き

き
い
っ
て
い
た
．
そ
の
後
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
や
り
、
み
な
た
の
し
く
午

後
の
ひ
と
～
．
き
を
す
ご
し
た
。

◇
六
月
二
十
九
日
朝
八
時
、
駅
入
口

三
叉
路
で
バ
イ
ク
が
、
歩
行
者
を
は

ね
て
一
名
負
傷
。
原
因
無
免
許
運
転

と
、
バ
ス
が
停
っ
た
影
か
ら
出
た
た

め
ー◇

七
月
十
一
日
昼
す
ぎ
荒
屋
で
、
電

柱
に
、
乗
用
車
正
面
衝
突
、
助
手
台

の
女
性
頭
部
強
打
で
入
院
．
追
越
不

適
当
と
前
方
を
走
し
っ
た
車
の
右
折

不
適
当
が
原
因
．
こ
の
よ
う
に
中
里

村
内
で
も
交
通
事
故
多
発
、
本
年
に

入
っ
て
交
通
事
故
八
件
、
負
傷
六
名
。

◇
警
察
官
勢
集

　
県
警
で
は
昭
和
四
十
二
年
度
採
用

の
男
子
警
察
官
百
二
十
名
採
用
の
た

め
、
六
月
二
十
日
よ
り
、
九
月
三
日
ま

で
、
高
校
卒
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人
募
集
。
待
遇
は
入
校
中
に
も
月
給

が
支
給
さ
れ
、
卒
業
す
る
と
一
万
八

千
九
百
円
他
に
五
千
円
の
諸
手
当
、

年
に
五
・
五
ヵ
月
の
ボ
ー
ナ
ス
麦

給
。
希
望
者
は
駐
在
所
に
相
談
し
て

下
さ
い
．

車
の
運
転
は

慎
重
に

　
　
　
　
　
田
沢
駐
在
所

◇
六
月
二
＋
六
日
夜
＋
時
、
駅
入
口

三
叉
路
で
、
バ
イ
ク
と
バ
イ
ク
の
衝

突
に
よ
り
、
二
名
負
傷
。
原
因
は
無

免
許
運
転
。

苗
場
登
山
と
鯨

波
海
水
浴

　
こ
ん
ど
中
里
村
青
年
会
で
は
、
美

し
い
大
自
然
を
探
勝
し
、
山
と
海
を

舞
台
に
大
い
に
着
さ
を
発
散
し
．
仲

間
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
た
の
し
い

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
し
よ
う
と
登

山
、
海
水
浴
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
期
日

◎
苗
場
登
山
　
七
月
二
十
三
日
、
二

　
＋
四
日
．

◎
海
水
浴
　
二
＋
四
日
（
日
帰
り
）

で
す
。
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「
営
業
施
設
」
を
巡
視

　
去
る
七
月
七
日
第
四
日
目
の
栄
養

教
室
に
お
い
て
正
し
い
食
生
活
の
あ

り
方
を
掌
び
そ
の
知
識
ど
技
術
を
実

生
活
に
役
立
た
せ
る
そ
の
一
端
と
し

て
、
　
「
新
鮮
で
衛
生
的
な
良
い
食
品

を
選
択
す
る
知
識
」
「
家
族
を
伝
染

病
や
食
中
毒
か
ら
守
る
環
境
衛
生
の

知
識
」
、
こ
の
面
に
つ
い
て
見
学
も

必
要
～
受
講
生
の
希
望
に
よ
り
、
中

里
村
の
中
心
地
、
商
店
街
の
協
刀
の

も
と
に
、
受
講
生
五
＋
四
名
が
各
種

食
品
営
業
、
理
美
容
、
洗
濯
業
施
設

を
六
班
に
分
れ
巡
視
し
ま
し
た
。
指

導
者
は
保
健
所
か
ら
専
門
家
六
名
、

中
里
村
食
品
衛
生
協
会
指
導
員
六
名

が
あ
た
り
、
朝
新
庁
舎
見
学
後
、
三

階
欝
場
に
お
い
て
、
巡
視
肇
項
、
日

程
説
明
、
班
編
成
等
を
な
し
病
院
、

田
沢
小
学
校
給
食
施
設
等
四
＋
軒
あ

ま
り
、
次
の
要
項
に
よ
り
巡
視
し
ま

し
た
。
　
「
調
理
室
の
清
潔
、
整
理
、

整
と
ん
、
そ
族
こ
ん
虫
の
防
衛
」

「
汚
物
処
理
、
便
所
の
清
潔
、
食
品

の
取
扱
い
貯
蔵
（
古
い
も
の
が
販
売

や
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
）
マ
ナ
板

包
丁
等
の
清
潔
な
取
り
扱
い
保
管
」
「

マ
ス
ク
、
白
衣
の
着
用
」
「
衛
生
的
な

習
慣
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い

る
か
」
巡
視
を
終
っ
て
、
午
後
一
時

か
ら
、
よ
い
点
、
悪
い
点
に
つ
い
て

班
の
代
表
者
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
要

約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

栄
養
教
室
受
講
生
が

　
　
　
　
　
（
集
合
者
数
七
＋
六
名
）

　
　
　
　
◇
艮
か
っ
た
点

　
　
　
　
①
一
般
的
に
中
里
村
の
中
心
地
だ
け

　
　
　
　
に
清
掃
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
た
．
②

　
　
　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
に
水
が
打
た
れ

　
　
　
　
た
家
、
殺
菌
灯
が
あ
っ
た
り
す
る
家

　
　
　
　
は
特
に
清
潔
な
感
じ
が
し
た
．

　
　
　
　
◇
悪
か
っ
た
点

　
　
　
　
①
一
般
的
に
調
理
室
の
天
井
が
低
い

　
　
　
　
②
施
設
は
よ
い
が
、
刹
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
な
い
も
の
が
あ
る
．
③
そ
族
こ
ん
虫

　
　
　
　
駆
除
の
施
設
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
　
　
　
④
マ
ナ
板
、
包
丁
の
衛
生
的
で
な
い

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
⑤
マ
ス
ク
、
白

　
　
　
　
　
衣
の
着
用
が
少
な
か
っ
た
。
⑥
便
所

　
　
　
　
　
に
手
洗
い
が
あ
っ
て
も
、
消
毒
液
が

　
　
　
　
　
な
い
．
⑦
曜
づ
め
が
五
年
も
前
の
も

　
　
　
　
　
の
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
半
年
以
上
も
経

　
　
　
　
　
っ
て
い
る
等
、
古
い
食
品
が
販
売
さ

　
　
　
　
　
れ
て
い
た
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
保

　
　
　
　
　
健
所
側
か
ら
、
①
換
気
扇
を
業
者
が

　
　
　
　
　
＋
分
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
②

　
　
　
　
　
臼
衣
、
マ
ス
ク
は
理
美
容
時
、
料
理

　
　
　
　
　
の
盛
付
の
時
は
必
す
使
用
す
る
。
③

　
　
　
　
　
古
い
食
品
は
取
り
か
え
る
よ
う
に
指

　
　
　
　
　
導
す
る
が
、
一
面
消
費
者
も
買
い
だ

　
　
　
　
　
め
を
し
な
い
で
、
一
日
毎
に
必
要
最

　
　
　
　
　
だ
け
買
い
、
早
目
に
食
へ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
④
冷
蔵
庫

　
　
　
　
　
は
温
度
計
を
入
れ
、
温
度
は
常
に
十

　
　
　
　
　
度
以
下
に
し
て
お
く
。
⑤
作
業
室
は

　
　
　
　
　
清
潔
に
、
よ
く
整
理
し
て
お
く
。

◇
業
者
側
か
ら

①
こ
の
度
の
巡
視
は
大
い
に
反
省
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
よ
か
っ
た
。
②
消

費
者
の
批
判
が
一
番
恐
し
い
。
大
い

に
反
省
し
、
年
毎
に
向
上
し
て
行
く

よ
う
に
し
た
い
．
③
暑
く
な
る
と
白

衣
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
容
易
で
な
い

④
消
費
者
か
ら
も
次
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

が
ほ
し
い
。
⑤
旅
舘
の
場
合
、
浴
衣

を
手
拭
に
し
て
ほ
し
く
な
い
。
⑥
理

美
容
院
で
は
、
雑
誌
の
汚
染
や
破
損

　
　
赤
痢
発
生
の
時
期

　
　
　
　
　
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　
　
　
気
を
つ
け
よ
う

　
新
潟
県
の
伝
染
病
発
生
の
九
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
は
赤
痢
だ
ど
言
わ
れ
そ

の
発
生
は
常
に
全
国
平
均
の
二
倍
に

及
ん
で
お
る
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、

昭
相
三
十
九
年
新
潟
国
体
開
催
に
当

り
、
赤
痢
防
疫
が
重
点
施
策
と
し
て

敗
り
上
げ
ら
れ
、
検
便
の
励
行
三
十

秒
手
洗
い
運
動
な
ど
強
力
に
実
施
し

た
結
果
一
躍
半
減
し
、
集
団
発
生
も

激
減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
赤
痢
新

潟
県
の
汚
名
も
み
ん
な
が
そ
の
気
に

な
れ
ば
返
上
で
き
る
こ
と
を
実
施
で

示
し
た
良
い
例
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
赤
痢
は
七
、
八

托
を
周
期
と
し
て
穴
発
生
と
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
今
年
よ
り
ま
た

癸
生
の
周
期
に
当
る
と
い
わ
れ
、
す

で
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
存
知

の
通
り
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
で
集

白
い
カ
バ
ー
の
汚
染
な
ど
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
。
以
上
受
講
生
の
報
告
に

対
し
保
健
所
及
び

業
者
代
表
（
十

名
）
が
社
会
厚
生
課
長
の
司
会
の
も

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
▽
場
か
ら
の
活
発

な
発
表
や
指
導
が
あ
り
、
一
円
を
終

了
し
た
。
受
講
生
一
同
、
早
速
、
我

が
家
を
採
点
し
、
大
い
に
反
省
し
、

向
上
を
目
ざ
し
て
居
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

団
発
生
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
て
、
抗
生
物
質
薬
剤
の
乱

用
か
ら
こ
れ
ら
薬
に
耐
す
る
耐
生
菌

が
全
赤
痢
菌
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

し
め
て
お
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
尊
い
村
民
の
人
命
を
守

る
た
め
部
落
衛
生
係
（
中
里
村
衛
牛

自
治
会
推
進
員
）
を
甲
心
に
一
層
心

を
引
き
し
め
次
の
こ
と
を
実
行
し
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
、
便
所
か
ら
出
る
時
、
調
理
に
あ

　
た
る
時
、
物
を
食
べ
る
時
は
か
な

　
ら
す
石
け
ん
で
良
く
手
を
洗
う
こ

　
と
．

二
、
生
も
の
（
魚
介
類
）
は
な
る
べ

　
く
食
べ
な
い
こ
と
。

　
野
菜
は
水
道
の
水
で
良
く
洗
っ
て

　
食
べ
る
こ
と
。

　
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
。

三
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
す
る

こ
と
。

四
、
発
熱
し
下
痢
が
続
く
よ
ろ
な
時

　
は
、
医
師
の
診
断
を
速
か
に
受
け

　
る
こ
と
、
勝
手
に
抵
生
物
質
の
服

用
は
絶
対
に
さ
け
る
こ
と
。

五
、
家
庭
内
に
下
痢
症
状
の
も
の
が

　
あ
る
場
合
招
き
ご
と
は
や
ら
な
い

　
こ
と
．

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
お
し
ら
せ

◇
保
険
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

　
去
る
七
月
二
日
の
定
例
議
会
で
四

十
一
年
度
の
保
険
税
率
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
．
税
額
は
昨
年
度
に
比
し
＋

七
・
五
％
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
医
療
費
等
の
自
然
増
に
併
う
も
の

で
す
。

◇
改
正
さ
れ
た
税
率
は
次
の
と
お

り
。
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
年
度
分
）

所
得
割
一
万
円
に
つ
い
て
　
二
百
一

円
（
二
百
五
士
再
）

資
産
割
千
円
に
つ
い
て
　
二
百
五
十

五
円
（
百
四
＋
円
）

均
等
測
被
保
一
人
に
つ
い
て
　
八
百

二
＋
円
（
五
百
五
士
一
再
）

平
等
割
一
世
帯
に
つ
い
て
　
九
百
五

＋
三
円
（
千
百
三
士
ハ
円
）

◇
保
険
証
の
提
爪
に
つ
い
て

　
最
近
医
療
機
関
か
ら
保
険
証
の
世

帯
番
号
の
照
会
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
窓
口
で
保
険
証
を
提
出
し
な
い
人

が
多
い
た
め
と
わ
か
り
ま
し
た
．

　
保
険
証
は
医
療
行
為
を
受
け
る
際

の
大
切
な
証
書
の
は
す
で
す
。
か
＼

り
つ
け
の
医
者
だ
か
ら
等
の
理
由
か

ら
保
険
証
を
も
た
す
に
安
易
な
気
持

で
通
院
さ
れ
て
は
困
り
ま
す
。
証
を

提
示
し
な
い
場
合
は
自
由
診
療
費
を

請
求
さ
れ
て
も
文
句
が
云
え
ま
せ

ん
．
ま
た
全
額
自
己
負
担
を
さ
せ
ら

れ
る
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
か
ら
充
分
注
意
下
さ
い
．

◇
異
動
の
届
出
は
出
来
る
だ
け
早
目

　
に

今
度
国
保
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
保

険
税
の
月
割
計
算
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
本
人
が
社
会
保
険
に
加

入
脱
退
し
た
場
合
に
限
り
行
な
わ
れ

る
も
の
で
す
が
家
族
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
遅
帯
な
く
届
出
を
行
な
っ

て
下
さ
い
。

　
　
し
ー
ー
〕
…
『
　
　
ー

　
　
老
令
年
金
が
も

　
　
ら
え
な
く
な
る

◇
国
民
年
金
保
険
料
納
付
時
点
に
注

意
し
よ
う
◇

　
長
期
給
付
で
あ
る
老
令
年
金
、
通

算
老
令
年
金
に
つ
い
て
は
六
十
才
に

な
る
ま
で
は
二
十
五
年
以
上
保
険
料

を
納
め
る
か
ま
た
は
手
続
き
を
し
て

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
か
、
い
す

れ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
制
度
発
足
当
時
昭
和
五
年
四
月
一

日
以
前
に
生
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
拠
出
す
べ
き
原
則
的
期
間

で
あ
る
二
十
五
年
を
、
二
十
四
年
か

ら
、
十
年
ま
で
生
れ
た
任
に
よ
っ
て

短
縮
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
制

度
実
施
以
来
す
で
に
五
年
経
過
し
た

今
、
昭
和
六
年
四
月
一
目
以
前
に
生

れ
た
者
は
、
少
く
と
も
今
年
中
に
加

入
し
な
い
と
六
十
才
に
な
る
ま
で
の

年
数
が
短
縮
さ
れ
た
二
＋
四
年
な
り

十
年
さ
え
も
満
た
し
得
な
く
な
り
ま

す
．
も
し
規
定
の
期
間
を
満
さ
な
い

よ
う
な
場
合
に
は
老
令
年
金
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
老
令
福
祉
年
金
す
ら
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
．

　
も
し
未
加
入
で
六
十
五
才
を
む
か

え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
素
晴
し

い
制
度
が
あ
る
の
に
自
分
だ
け
そ
の
．

恩
典
を
こ
う
む
ら
な
い
と
い
う
の
は

何
と
も
淋
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
．
又
一
部
加
入
し
て
い
な
が
ら
保

険
料
を
全
期
間
、
滞
納
し
て
い
る
者

も
未
加
入
者
と
同
様
老
令
年
金
は
麦

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
明
治
四
十
四

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
年
四
月
一

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
は
一
刻

の
猶
予
も
で
き
な
い
時
点
に
き
て
お

り
ま
す
。
未
加
入
者
適
用
通
知
も
れ

の
人
は
至
急
、
役
場
国
民
年
金
係
に

申
出
下
さ
い
．

お
し
ら
せ

　
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日
夜
七
時

半
よ
り
田
沢
小
学
校
で
、
青
年
学
級

料
理
コ
ー
ス
の
人
達
が
実
習
を
や
つ

て
お
り
ま
す
．
料
理
コ
ー
ス
に
入
り

た
い
方
は
、
公
民
舘
に
連
絡
い
た
だ

け
れ
ぱ
、
い
つ
で
も
入
れ
ま
す
．

　
な
お
、
経
費
は
月
、
二
百
円
程
度

で
す
．
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学
カ
テ
ス

　
　
　
　
　
教
育
委
員
長絵

　
全
国
小
中
学
校
に
翁
け
る
又
部
省

の
学
力
テ
ス
ト
は
昭
和
三
十
一
年
か

ら
十
一
年
間
実
施
さ
れ
て
来
ま
し
た

が
、
先
般
三
つ
の
地
方
裁
判
所
で
学

力
テ
ス
ト
実
施
は
違
法
で
あ
る
と
の

判
決
が
あ
っ
て
以
来
、
文
部
省
は
じ

め
、
教
育
関
係
機
関
は
そ
の
判
決
に

等
し
く
戸
ま
ど
っ
て
い
た
こ
と
は
亭

実
で
あ
り
ま
す
．
新
潟
県
に
於
て
は

従
来
も
文
部
省
の
方
針
に
基
き
、
県

も
地
教
委
も
、
学
校
側
も
、
結
果
的

に
は
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
あ
っ

て
相
協
力
し
て
そ
の
成
果
い
か
に
か

か
わ
ら
す
公
務
員
と
し
て
叉
教
育
行

政
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
し
て
来

ま
し
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
す
、
且

ほ
こ
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
．
文
部
省
も
世
論
に
こ
た
え
る
た

め
、
明
年
か
ら
は
三
年
及
至
五
年
毎
、

或
い
は
全
然
中
止
す
る
か
を
検
討
し

は
じ
め
た
こ
と
は
現
時
点
に
於
て
当

然
の
措
置
と
思
い
ま
す
。
御
承
知
の

通
り
福
岡
県
の
よ
う
に
テ
ス
ト
を
義

務
づ
け
ら
れ
た
学
校
で
す
ら
九
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
も
テ
ス
ト
を
返
上
し
た

よ
う
な
例
も
あ
り
、
こ
れ
が
正
当
で

ト
に
つ
い
て

藤
田
五
郎

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
問
題
は

大
き
い
訳
で
あ
り
ま
す
．
学
力
テ
ス

ト
の
目
的
が
全
国
の
義
務
教
育
の
成

績
水
雌
を
知
ら
ん
が
た
め
で
あ
っ
て

そ
の
成
績
の
良
否
に
よ
っ
て
そ
の
原

因
が
施
設
に
あ
る
か
、
環
境
に
あ
る

か
教
員
に
あ
る
か
を
調
査
し
、
こ
れ

を
改
善
す
る
た
，
め
で
あ
る
と
す
る
以

上
教
育
関
係
者
は
一
応
真
剣
に
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
毎
年

テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
い

た
あ
る
学
校
で
は
、
テ
ス
ト
科
目
重

点
で
授
業
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
正
に
逆
効
果

で
あ
り
ま
す
。
店
頭
に
ズ
ラ
リ
と
並

べ
ら
れ
た
テ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
見
て
暗

然
た
る
気
持
に
な
る
と
同
時
に
教
師

の
立
場
も
容
易
で
な
い
こ
と
を
つ
く

づ
く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
一
面

テ
ス
ト
は
弊
害
が
あ
る
と
称
し
て
無

関
心
で
い
る
こ
と
も
好
ま
し
い
こ
と

と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
文
部
省
の
検
討

中
で
あ
る
と
こ
ろ
の
三
年
か
五
年
に

一
回
位
や
っ
て
施
設
の
改
善
環
境
の

整
備
等
の
資
に
供
す
る
こ
と
は
必
婆

か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
新
聞
等
で
も
批
判
し
て
い
る
よ
う

に
法
律
化
し
て
堂
女
と
実
施
出
来
る

措
置
を
講
じ
て
問
題
を
起
こ
さ
ぬ
よ

う
に
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
だ
を
思

わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
私
の

立
場
か
ら
常
に
考
え
且
心
配
し
て
い

る
こ
と
は
蛍
に
テ
ス
ト
の
成
績
が
悪

い
た
め
に
小
、
中
学
生
が
落
胆
し
て

は
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
学
力
テ
ス
ト
が
計
り
得

る
の
は
ぺ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
対
す
る

適
性
が
カ
バ
ー
出
来
る
範
囲
の
才
能

で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
人
が
そ
れ
以

外
に
ど
れ
程
豊
か
な
創
造
力
や
慶
情

の
深
さ
や
直
感
力
を
持
っ
て
い
る
か

と
い
う
よ
う
な
細
部
迄
は
分
り
か
ね

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
テ
ス
ト

の
成
績
の
よ
い
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
で
そ
の
上
尚
か
つ
こ
れ
等
の
す
ぐ

れ
た
特
徴
が
あ
っ
た
ら
尚
。
更
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
面
に
は
頭
に
若
干
自
信
が
な
い
た

め
に
一
つ
の
仕
串
に
精
こ
ん
を
打
ち

込
め
る
場
合
も
あ
り
得
る
し
気
が
弱

い
た
め
に
人
間
性
の
本
質
を
あ
や
ま

ら
す
に
世
渡
り
の
出
来
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
学
歴
や

成
績
が
物
を
云
う
こ
と
、
こ
れ
は
致

し
か
た
な
い
と
し
て
も
テ
ス
ト
の
成

績
や
学
校
の
成
績
学
歴
で
仮
に
損
を

・
し
て
い
る
人
で
も
心
が
け
次
第
で
そ

の
損
失
分
位
は
長
い
一
生
の
間
に
は

　
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
に
取
戻
し
て
し

ま
う
こ
と
も
不
可
能
で
な
い
と
い
う
．

こ
と
も
知
っ
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り

・
ま
す
。

私
も
教
育
の
責
任
者
の
一
人
と
し

て
テ
ス
ト
の
実
施
を
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
教
育
に

於
け
る
テ
ス
ト
が
人
間
性
の
全
部
を

発
掘
し
得
る
も
の
と
は
考
え
て
居
り

ま
せ
ん
ど
同
時
に
教
育
の
任
に
あ
た

る
者
の
責
任
の
重
大
さ
を
泌
女
と

感
じ
教
育
が
如
何
に
難
し
く
且
厳
粛

な
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
る
と
き
テ

ス
ト
と
は
別
個
の
問
題
と
し
て
聖
職

を
以
て
自
他
共
に
認
め
る
教
師
の
責

務
の
重
大
さ
に
絶
大
な
る
敬
意
を
表

し
、
父
兄
の
方
々
共
六
人
間
を
育
て

る
こ
と
の
楽
し
く
も
あ
り
叉
恐
ろ
し

く
も
あ
る
こ
と
を
常
に
自
覚
し
て
い

た
罫
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
次
第
で

あ
り
ま
す
。

八月七日みんなで参加

村民運動会
公
民
舘
で
は

健
全
な
る
社
会

体
育
の
振
興
と

楽
し
い
一
日
を

通
じ
て
親
睦
融

和
を
は
か
り
、

民
主
的
、
協
力

的
な
村
民
の
気

風
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
趣
旨
の

も
と
に
村
主
催

で
、
第
＋
一
回

．
村
民
運
動
会
を
来
た
る
八
月
七
目
午

前
九
時
半
よ
り
、
田
沢
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
開
催
す
る
準
備
を
す
＼
め

て
お
り
ま
す
。
開
催
要
項
に
つ
い
て

は
、
区
長
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
文
部

長
会
で
相
談
し
て
決
め
る
こ
ど
に
し

て
お
り
ま
す
。
公
民
舘
案
と
し
て
は

チ
ー
ム
編
成
、
競
技
種
目
等
は
昨
年

と
ほ
ぽ
同
じ
で
、
だ
れ
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
た
の
し
い
も
の
に
し
て

・
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
村

民
運
動
会
は
、
全
村
民
が
一
堂
に
会

す
る
唯
一
の
行
事
で
す
の
で
、
一
八

．
で
も
多
く
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
顧

い
し
ま
す
。

◎
村
民
運
動
会
要
項
（
案
）

◇
チ
ー
ム
編
成

　
第
一
チ
ー
ム
四
貝
野
地
区

第
ニ
チ
ー
ム
π
倉
俣
地
区
（
芋
川
．

新
田
、
小
出
、
西
田
尻
、
西
方
除
一

く
）第

三
チ
ー
ム
睡
芋
沢
、
田
沢
、
東

田
沢
、
豊
里
、
如
来
寺

第
四
チ
ー
ム
H
小
原
、
田
中
、
上

山
、
桂
藤
原

第
五
チ
ー
ム
臨
山
崎
、
干
溝
、
荒

屋
、
通
り
山
、
芋
川
新
田
、
桔
梗

原第
六
チ
ー
ム
“
高
道
山
地
区

第
七
チ
ー
ム
闘
清
津
峡
地
区

感
動
あ
る
仕
事
に
の
ぞ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋

　
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
る
ぺ
き

な
の
だ
ろ
う
か
…
…
…
…
．
こ
の
世

に
生
ま
れ
落
ち
て
か
ら
は
や
二
十
数

年
、
あ
る
時
は
歓
喜
に
我
と
我
身
を

忘
れ
に
こ
と
の
あ
る
私
で
す
が
、
こ

の
人
生
の
目
的
に
つ
い
て
様
女
な
思

い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
確

固
た
る
自
己
の
思
想
を
形
成
す
る
こ

と
が
出
来
す
今
迄
唆
巡
し
続
け
て
き

た
の
で
す
。
だ
が
、
今
や
極
め
て
、

お
ぽ
ろ
げ
な
形
に
於
い
て
で
は
あ
り

ま
す
が
、
と
も
か
く
自
已
の
信
念
な

る
も
の
を
も
つ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
私
達
、
人
聞
は
学
問
に
於
い
て

真
理
を
探
求
し
、
芸
術
に
於
い
て
美

を
追
求
し
、
道
徳
に
お
い
て
善
を
実

現
せ
ん
と
欲
し
ま
す
。
中
に
は
金
儲

け
の
た
め
に
東
奔
西
走
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
生
を
終
え
る
人
も
あ
ろ
う

し
、
無
気
力
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

蓼
那
嬰
繁
と
で
難
夢
死

【一
の
生
涯
を
送
る
人
も
あ
り
ま
し
ょ

　
・
う
。
十
人
十
様
で
一
人
一
入
皆
違
つ

一一
た
生
活
を
し
て
い
る
私
達
も
実
際
は

「　
皆
同
じ
目
的
を
持
っ
て
生
き
て
い
る

口
　
美
　
栄
　
子

の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
…
．
そ
の

目
的
が
何
で
あ
る
か
、
私
は
そ
の
目

的
を
「
感
動
」
だ
と
言
い
た
い
。
頂

度
四
年
前
、
医
学
の
道
に
足
を
入
れ

そ
の
時
こ
そ
は
興
味
本
位
と
好
奇
心

と
に
か
き
た
て
ら
れ
、
何
を
や
っ
て

も
、
何
を
見
て
も
、
た
、
y
た
マ
驚
き

さ
け
び
、
喜
び
で
し
た
。
今
思
え
ば

解
剖
を
や
っ
た
時
の
あ
の
臭
い
腸
を

引
っ
ぱ
り
す
ぎ
て
測
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
初
め
て
白
衣
た
る
も
の
を
身
に

つ
け
病
院
の
門
を
く
ぐ
っ
た
時
、
あ

の
病
め
る
人
達
に
幼
な
げ
な
手
を
差

し
の
べ
た
時
の
よ
ろ
こ
び
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
感
動
に
す
ぎ
な
い
。

　
今
は
保
健
婦
と
し
て
郷
里
で
働
け

る
よ
ろ
こ
び
は
大
き
い
。
し
か
し
三

ヵ
月
を
経
た
現
在
、
私
は
い
っ
た
い

何
の
目
的
を
も
っ
て
奉
仕
す
べ
き
な

の
か
、
感
動
に
変
え
ら
れ
る
ぺ
き
職

業
を
如
何
に
生
か
す
べ
き
な
の
か
、

見
当
す
ら
つ
か
な
い
．
し
か
し
衛
生

教
育
を
や
っ
て
も
家
庭
訪
問
に
出
か

け
て
も
何
か
役
に
立
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
け
で
満
足
感
を
覚
え
る
。
た
と

え
ど
ん
な
仕
事
を
、
と
っ
て
も
、
や

は
り
感
動
あ
る
も
の
は
そ
の
仕
事
が

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
農
村
地
帯
だ
け
に
私
達
が

教
室
で
学
ん
だ
よ
う
な
理
想
論
は
申

し
ま
せ
ん
o
し
か
し
、
そ
れ
に
最
も
近

い
、
こ
の
地
域
に
適
応
し
た
保
健
衛

生
を
諸
先
輩
に
学
び
、
よ
り
良
い
生

活
を
築
く
よ
う
共
女
努
力
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
又
疾
病
ぱ
か
り

で
は
な
く
、
精
神
、
生
活
全
体
の
相
談

係
と
い
う
ふ
う
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

機
能
を
代
行
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
．
何
卒
御
指
導
、
御
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
中
里
村
役
場
勤
務
）

村
民
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
新
潟
県
内
水
面
水
産

　
　
　
試
験
場
中
里
支
場

　
愈
女
真
夏
の
気
候
と
な
り
稲
田
に

種
苗
を
放
養
さ
れ
た
万
は
鯉
仔
も
日

増
に
発
育
し
朝
夕
の
鼻
廻
り
に
も
楽

し
み
が
増
し
て
来
た
こ
と
・
．
存
じ
ま

す
．

　
稲
田
養
鯉
に
就
い
て
特
に
注
意
し

て
頂
き
た
い
事
柄
は
夫
女
が
十
二
分

に
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
念

の
た
め
要
点
を
記
し
て
特
と
御
留
意

の
上
、
養
殖
を
望
み
又
秋
期
に
は
無

事
成
長
し
た
解
仔
の
捕
獲
を
さ
れ
る

よ
う
祈
り
ま
す
．

イ
、
誰
備
と
管
理
に
つ
い
て

ロ
、
農
薬
（
水
質
）
に
つ
い
て

ハ
、
鯉
仔
の
取
揚
（
方
法
）
に
つ
い

　
い
て

二
、
捕
獲
後
の
飼
育
管
理
に
つ
い
て


